SHARP AQUOS 

才ーディォ 

1ビットシアターラックシステム 

お名 

エイエヌ エイ アール 

AN-AR700 

エイエヌ エイ アール 

AN-AR600 



•本「かんたん!访イド'」では、特に機種名を明示している場合を除いて AN - AR 6 日日を例にとって説明しています。 
AN - AR 7 日日はが形寸法などは異なりますび使いかたは同じです。 


ファミリンク機能を ffi うための 

かんたん!!ガイド 


取初し 

お読みください 


本書は、設置およびアクオスに連動して動作するファミリンク機能を使うための 
巧続•設定•操作方法をまとめたガイドでず。 

ファミリンク機能！; m の内容については、取扱説明書をご覧ください。 

mi 設置ずる 

アクオスやレ]-ダ-と接続する 

npEv アクオスやレコーダーの音声を 
本機で聞くように設定する 
HIFI アクオスやレコーダーの音声を本機で聞く 




b ァ SIJ ンク機能とは" 


-本機とファミリンクが応の当社製アクオスやブルーレイディスクレコーダー、八イビジョンレコーダーなどの機器を巧続ずる 
ことで、これ S の機器が相互に連携し動作する機能でず。 

-アクオスのリモコン（またはファミリモコン）をアクオスに向けて操作ずることによ D 、 アクオスの動作に連動して本機 
の電源 r 入/切 J や音量調整、消音、音声切換などを巧ラことがでをまず。 

詳し<は、取扱説明書31ページをご覧<ださい。 


ファミリンク対応機種については…シャープホームページまたは当社液晶カラーテレビの総合カタ□グをご覧くださし、。 
シャープホームページでの確認方法 


①アドレスを入力し DVD/ 巨 D サポートステーションのページを開く 
③ r 使い方が分からないときは」の 「Q&A 情報」をクリックする 


http://www.sharp.co.jp/support/av/dvd/index.htnnl 


■ 使い方び分か！5ないときは 

^3 Q & A 情報 ル 

〇ク U ック 


③ 「「Q&A」 ピックアップ情報(よくあるご質問)」の 
「 AQU 日 S ファ三 IJ ンクとは？が麻している機種は？ I 
をクリックする 


KrQ & A 」 ピックアップ 情報（よ 〈ある ご質問） 


► AQU 0 S フアミリンクとは？対応している機種は？ 


也 


クリック 



( が障かな？とおった S — 

•本機の電源が入らない 

•アクオスのリモコンで操作できない 

•音や映像が出ない 

. …などのときは、取扱説明書 40〜41 ページをご覧くださし、。 



http ://www. sharp. CO.J p/s up port/ 


Printed in Malaysia 08 P 06- MA-NM TINS 」 A 29 已 VV 」 ZZ @) 


※詳細は、取扱説明書の裏表紙をご覧 <ださい。 




























































設置ずる 





「持ち運びずる」ときは•- 
•本機は非常に重いので、持ち運びなどの 
作業は必ず2人上で行ってください。 
•前面のスピーカーネット部分や壁当て 
の部分を持たないでください。 

持ち運びするとさは、天板部下側の 
个 マークの部分を持ってください。 

•棚板ガラスを載せる金属フレームの部分 
を持って、持ち運びを行わないでください。 

•本機にキャスターは付いていません。 


•天おガラスと棚おガラスを載せる 


天板耐荷重:約100 kg ( AN - AR 70 0) 
約 80 kg ( AN - AR 60 0) 
棚板耐荷重:約 25 kg 



•天板ガラス/棚板ガラスは固定されません。 
•天板ガラス/棚板ガラスを載せたあと、本 
機を移動するときは傾けないでください。 
ガラスが落下してけがの原因になることが 
あります。 


2 •壁当てを巧り付ける (左ち 2 ヶ所） 


壁当てで本機の背面と壁との間にすさ間を 
つくりまず。接続する機器のケーブルなど 
を保護ずるためです。 


-本機を設置ずる 


作業 スペースを 十分確保のうえ、本機を設置 
して < ださい。 

本機にテレビを設置ずる際は本機の中央に 
載せ、安全のためテレビの乾倒防止策の 
実施をお願いします。 

詳しくは別冊の取扱説明書 （1 6ページ)を 
ご覧 < ださい。 


で - 

■百 imm 


> 

天板ガラス 

棚板ガラス 

壁当て 


スピーカー ネット部 


く正面> 



- ■ * ■ - 



天板ガラス□ゴマーク表示側 


天板ガラス 
クッシヨン 
(貼付済） 



棚板ガラス 


く背面> 


ま意文表示側 
壁当て 


(貼付済） 


壁当て 


壁当てを差し込む 

(左ち2力所） 



設置するとさは、 
背面に1日 cmliLb の 
すさまをあける。 















































































ファミリンク機能を ffi うために _ 

アクオスやレコーダーと接続す 巧 


I 


接続するときは、それぞれの機器の電源コードを巧いてか5行ってください。 
また、それぞれの機器の取扱説明書もよくご覧ください。 


HDMI ケーブル msimm または fc が市« 

- 2 m の]1 
スレをお‘ 

〇 〇 


光デジタル音声ケーブル <3^^ 


約1〜 2 m の市販の HDMI 認証品> 
ケーブルをお使いください。 > 


10 


HDMI ケーブルや光デジタル音声ケーブルを使用する前に、 保護キャップびついている場合は取りかして 接続してくださし、。 
HDMI ケーブルが2本!; Lb 必要なときは市販品をお買いホめください。 
















































































































































アクオスのリモコン(巧 IJ ) 


■ アクオスのリモコンは本機の付属品ではありません。 

’アクオスのリモコンは機種によって仕様が異なります。 







電源' 

A 泰善〇 

mmm 


aoa 

aoD 







デジタルが送のま組に合わせ 
て本機のサウンドモードが自動 
で切り換わるように設定ずる 


デジタル放送のサラウンド番組 
を臨場感のある音声で聞ける 
よラに設定ずる 


• ジャンル情報の詳細につきましては、おもて面 I ジャンル連動設定 
をご覧 <ださい。 


1 にュ 7 A を巧ず 

• メニュー画面が表示されます。 

2 (1远>®で「機能切蜘-ロアミリンク設定」 
を選び、&を巧ず 


^つ> を巧す 

メニュー画面が表示されます。 


アクオスの I 
画面例 


(I こゴ j ) で「デジタル設定 J - r デジタル音青 
設定 J を選び、 ® を押す 


省エネ設定む本体設定 


_ : J 機能切換 

ファ su ンク設定 


^ ジタル設定 




3 3 急 D で「ジャンル麵設赴を 

選び、&を巧す 


アクオスの I 
画面例 


ニュー[機能切換…ファ = u ンク設定] 


連動起動設定 
録画機器選択 
ジャンル連動設定 


AQUOS オーデイオのサウンドモードを 
番組情報に連動させまずか？ 


アクオスの I 
画面例 


[機能切換…ファ 5 U ンク設定] 


AQUOS オーデイオのサウンドモードを 
番組情報に連動させまずか？ 


-メニュー画面が消えます。 

ジャンル連動設定を解除するには… 

上記の手順4で r しない」を選び、 ® を 
押します。 


アクオスの 
画面例 。■■星, E お亂 


I 蹈 デジタル設定 I 


お知5せ 


録画画面サイズ設定[レターボックス] 


デジタル音声設定 

[ PCM ] 

ダウン□ード設定 

[する] 

番組表設定 


通信設定 



3 Q 〔っりで「 AAC 」を選び、 ® を押す 


アクオスの 
画面例 


デジタル音声巧出力端子の信号お式を還巧でさまず。 


PCM …標準の設定でず。 

デジタル音声出力端子か6は PCM で出力されまず。 


••デジタル放送のサラウンドま組を迫力ある音声で再生しまず。 
デジタル音声出力端子か5は AAC で出力されまず。 

…音声 AAC 対応の機器 


4 ® 巧》で「する」を選び、を巧す 4 メニュ を押す 



メニュー画面が消えます。 


が?^ 


rpcMj に設定した状態では… 

•サラウンド番組において十分なサラウンド効果は得!5れません。 
•音声多重放送の受信中に、本機のリモコンで音声切換の操作をして 
も音声を切り換えることはできません。 

本機か!5聞こえる音声を切り換えるには、アクオスのリモコンをアク 
オスに向けて操作します。 

このとさ、本機の表示部には音声モードの表示はされません。 

本機に音声モードの表示をさせるには、 「 AAC 」 に設定してください。 


アクオスやレコーダーの音声を 
本機で聞 <ぶ5に設定ずる 


電源 

g を巧す 


アクオスの「ファミリンク機能選択」画面で 
「 AQU 日 S 才ーデ'ィオで聞く」の表示ではなく 
「 AQUOS サラウンドで聞く」の表示がでる 
製品をご使用の場合は、取扱説明書34 
ページの説明に従って設定してください。 


2 


リモコンフタ内ので弓 tK を巧す 

-ファミリンク機能選択画面が表示されます。 


3 QcSp で 「 AQUOS 才ーデイオで聞く」を選び、 
を J 甲す 


アクオスの 
画面例 


[AQUOS 才ーディォで聞く 


AQUOS で聞< 
サウンドモード切換 
HDMI 機器選択 


4 


• 再度、アクオスで音声を聞く場合は 「 AQUOS で聞く」を選んで、 
[決定]を押してください。 

リモコンフタ内の"^ g *" を押ず 

• ファミリンク機能選択画面が消えます。 

• 選択画面が消えているときに押すと、選択画面が表示されます 
ので、ちラー度押して選択画面を消して < ださい。 


の？ 


ファミリンク動作時 （「 AQUOS 才ーデイオで聞く」モードの時）は、 
アクオスと本機の両方か5同時に音を出すことはできません。 


アクオスか5音声を 聞く ように戻ずには… 

上記の手順3で 「 AQUOS で聞く」を選び、 

を押します。 _ 


アクオスの 
画面例 



•再度、本機で音声を聞く場合は 「 AQUOS 才ーデイオで聞く」 
を選んで、[決定]を押してください。 


の? 


•本機は消音モードが態になりまず。 


手順 3 


ファミリンク誦をなうために 

ァうォスを!!/コ-ダ-の音声を本機で聞くように醜ず玄^^^^^^ 



フタを開けたところ 

























































































本機か！ 5 音声が出るように、アクオスを設定してください。 

(設定方法については、う!5面 HD の r アクオスやレコーダーの音声を本機で 
聞くように設定ずる」をご覧ください。） 





-アクオスのリモコンは本機の付属品 
ではありません。 

-アクオスのリモコンは機種によって 
仕様が異なります。 


€1^ 


アクオスの音青を本機で聞< 

を巧す 


電源 

参 


I アクオスに連動して本機の電源び自動で入ります。 

I 本機の入力切換び自動で「入力1」になります。 

I デジタル放送などのジャンル情報があるテレビ番組を本機で聞いているとを、 
番組に合ったサウンドモードに自動的に切り換わります。 

(うら面 居！ 或の r ジャンル連動設定 I を r する I に設定している場合） 



2 勝音麵整ずる 

さくなる 


サウンドモード表示 
表示例)ジャンル情報:ニュース 


アクオスと本機に音量レベルが表示されます。 






• 入力2〜入力4に接続した他の機器の音声を聞をたいとをは、本機の「入力切換」ボタンで聞をたい機器の入力を選んでください。 

本機の電源「入/切」や音■調整、消音などはアクオスに連動し操作でをます。 

•他の機器の音声を聞いていた状態で電源を切り、アクオスの電源を入れるとアクオスに連動し入力び切り換わります。 

• HDMI 1 や HDMI 2 に接続したファミリンク対応レコーターを再生すると、本機とアクオスの入力がレコーター側に自動で切り換わります。 

(録画リストやスタートメニュー、番組表などの操作でも自動で切り換わります。） 

• 本機にファミリンク対応レコーダーを2台接続している場合、後か5再生などをしたレコーダーに自動で切り換わります。 

. 本機の HDMI 1と HDMI 2 の両方に接続したファミリンク対応レコーダーをアクオスのリモコンを使って切り換えるには、アクオスのファミリンク機 
能選択メニューの 「 HDMI 機器選択」を選んで、「決赴を押してください。「巧赴を押すたびに、接続されている機器を順次切り換えていきます。 
製品によっ口ま、ファミリンク機能選択メニューに 「 HDMI 機器選択」び表示されないものびあります。その場合は、本機のリモコンの 「 HDMI 1」 
または rHDMI 2」 ボタンを押して入力を切り換えてください。 


聞をおえた5 


電源*ランプ 赤色 点口 


電;ド 

# を巧して、電源を切る 

• アクオスに連動して本機の電源ち 
自動で切れます。 



デジタル放送のテレビ番組ジャンル情ま民 


デジタル放送などのジャンル情報びあるテレビ番組を本機で聞いているとき、番組に合ったサウンドモードに 
自動的に切り換わります。 

感定方法についりま、うら面 国 の「ジャンル連動設定」をご覧ください。） 


ジャンル情報びある番組（デジタル放送など） 


ジャンル情報 
(電子番組表） 


情報/ワイドショー/ 
ドラマ/バラエティ/ 
ドキュメンタリー/ 
趣味/教育/福祉 


映画 


1ース/報道 


スポーツ 


音楽/劇場/公演 


アニメ/特撮 


放送の信号 


ステレオ/ 

7ルチチヤンネル 


ステレオ/ 

7ルチチヤンネル 


ステレオ/ 

マルチチヤンネル 


ステレオ/ 

7ルチチヤンネル 


ステレオ/ 

マルチチヤンネル 


ステレオ 


7ルチチヤンネル 


サウンドモード 





ジャンル情報び認識できない場合 


地上アナ□グ放送や 
DVD ソフトなど 


ステレオの場合は、ワイド感拡張、マルチチヤン 
ネルの場合は、 ドルビーノ（ー チヤルス ピーカーに 
設定されています。 

お好みのヴウンドモードでお聞をになりたいと 
をは、手動で切り換えてください。 


八 


* デジタル放送でをジャンル情報びない場合は、 
ヴウンドモードびスタンダードになります。 

•サウンドモードび切り換わるとさ、一瞬音声 
び途切れます。 


サウンドモードを手動で切0換えるには 


参参参 


機能選択 


アクオスの画面例 


アクオスのリモコン(巧 IJ ) 

mBmmm 

お • I 

::な^^も 一 


リモコンフタ内の〇を押す 

-ファミリンク機能選択画面が表示されます。 


2 


8夏)で「 

選び、 


如 


フ 

夕 

を 

開 

け 

た 

と 

% 




□ □ 


1し LINK 映像切換字幕音声切換 

LJ 励回喊 

‘4お巧み置局/登録幹止 2画面操作切換 

□ □ o-a 


’ I レコ-ダ-電源早戻し再生早さ 

■间田运 

機能選択！お画録画停止停山 

□圧1|| 



Iで r サウンドモード切換」を 
を巧す 

• を押すたびに次の順に切り換わります。- 

スタンダード —► シネマ —► ニュース —► ミュージックー►ジャズ 
ナイト -- スポーツ^ライブ^カヨウキヨク^□ック^クラシック 




3 1 一機能觀尺斗 

リモコンフタ内のを押す 

-ファミリンク機能選択画面び消えます。 



アクオスに向けて 
操作します。 





_ IBIB 
I 回画の 
||口画回 

III 画 I 国の 

ll±A)[i±D)l BSllCS ) 

-^—;‘^'み 



アクオスの y モコン(例） 



—時的に音を消ずには(消音モード) 


消音 


が?? 2^ 



アクオスと本機の両方から音を出したい場合は… 

• アクオスから音が出ている状態で、本機のリモコンを本機に向けて「消音」ボタンを押して 
<ださい。 

一時的に本機の消音モード状態び解除され、アクオスと本機の両方から音が出ます。 
(電源の「入」や音量調整、入力切換などのファミリンクによる連動動作はしなくなります。） 


音声を重放送の音黄を切り換えるには 

リモコンフタ内の S を巧す 



• を押すたびに次の順に切り換わります。 

1—► ま(主音声）一 ► 畐り(副音声 ）~I 
一ま/副(主音芦+副音声 ）^ 


が?^ 


レコーダーの音声を重放送を聞くときは… 

• レコーダーに付属のリモコンをレコーダーに向けて「音声切換」の操作をしてください。 
(レコーダーのデジタル音声出力の設定が 「 AAC 」 のときは切り換わらないことがあります。 
その場合は、レコーダーのデジタル音声出力の設定を 「 PCM 」 にしてください。） 

• レコーダーのデジタル音声出力の設定び 「 AAC 」 の場合は、本機のリモコンを本機に向け 
て「音声切換」の操作をしてち同様に切り換えでをます。 



フアミリンク機能を使って 

アクオスやレコーダーの音声を本機で聞< 


(アクオスのリモコンを使いまず) 



ま 

108 Oi 
日本語 



AQU 0 S V 
才ーディオ ノ\ 


i 
























































































































































































































































































































































































